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  研究成果の概要（和文）：未整理のままの継承日本語教育および継承語一般に関わる文献を整

理し、データベース化して一般公開することを第一の目的とし、そのデータベース作業を通し

て、継承語教育専門家を育てると同時に、継承語力に関する文献そのものを生む各種言語能力

の実態調査と言語能力評価法の開発を第二の目的とする。 

 
研究成果の概要（英文）：This project aims at 1) development of Heritage Language Database, 
HLDB, and 2) training of HL researchers and practitioners through (a) collecting existing 
data and (b)conducting empirical studies of HL competencies and their assessment. 
 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2009 年度 5,900,000 1,770,000 7,670,000 

2010 年度 4,400,000 1,320,000 5,720,000 

2011 年度 4,100,000 1,230,000 5,330,000 

2012 年度    

  年度    

総 計 14,400,000 4,320,000 18,720,000 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：言語学・日本語教育 

キーワード：継承語、 継承日本語教育、 マイノリティ、 外国人児童生徒、海外児童生徒、  

      バイリンガル・マルチリンガル教育、読書力測定、会話力測定 

 
1. 研究開始当初の背景 
(1) 親の母語・母文化を次世代に継承する「継
承語としての日本語教育」は、日本語が少数
言語である異言語環境で育つ日本人、日系人
子女の日本語の習得・後退・喪失にまつわる
社会的、心理的、社会心理的、教育的、言語
的問題を扱う分野である。少数言語とその文
化の伝承は極めてむずかしく、グローバル化
が進んだ今日、母語は２代で消えると言われ
る。自然放置すれば消えてしまう継承語をど
うしたら人為的に育てることができるか、そ
して複数の学習言語を身に着けたマルチリン
ガルな人材づくりが可能か、ということは、
21世紀の重要な課題である。 

(2) 継承語教育という用語は、1970年代にカ
ナダ・オーストラリアで使われるようになっ
たものであるが、異言語環境で育つ子どもの
現地語習得と母語継承の問題は、それ以前か
ら存在したものであり、継承日本語教育は、
日本人の南米移民が始まって以来、すなわち
100年以上の歴史を持つ日本語教育の一領域
と言える。しかし、その領域は専門家不在、
経営的に零細な営みであったため、ほとんど
文献がなく、また文献があったとしても未整
理のままばらばらに存在し、現在ほとんど入
手不可能な状況にある。 
(3)現代日本が抱えるマイノリティ言語児童
生徒問題、つまり外国人児童生徒、帰国海外
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児童生徒、国際結婚家庭児などは、まさに現
地語である日本語の習得と母語継承の問題を
抱えており、これまでの継承日本語教育の視
点を必要としている。このために継承日本語
教育だけに関わらず、広く継承語教育という
視点に立って、現代日本に役立つ継承語教育
文献データベースの構築を目指すことにした。 
 

2．研究の目的 
  本研究には２つの目的がある。第１は、(1)
継承語に関する文献を整理してデータベース
化して一般公開をすることである。第２は、
(1)の作業を通して継承語教育の専門家・実践
家の質の向上に資することである。第１の目
的を遂行するに当たって、世界各地に散在す
る「母語・継承語・バイリンガル教育研究会」
の会員を中心に文献収集を行った。ところが、
継承語教育の文献が少ないこと、また質の向
上が必要であることが分かり、このため第２
年度より、言語能力調査を奨励して新しい継
承語文献を作り出すこと、そのために必要な
継承語測定法の開発を目的の一部に加えた。 
 

3．研究の方法 
 研究方法をつぎの５項目に分けて報告する。 
 
(1) 【文献データベースの構築】 
① 文献収集の枠組みと文献収集の方法 
「母語・継承語・バイリンガル教育研究会
(MHB)」の理事と国内・海外会員に広く呼びか
け、文献調査協力者を募集（2009.5.30）、3
回の会合を持ったあとで（2009.6.4, 2009. 
8.9, 2010.3.26）、つぎの基本方針のもと、
世界規模で継承語教育に関する文献を収集を
始めた。その間、協力者間の連携のメールの
「お知らせ」は10回にのぼる。 
地域により事情が異なることから、多様な

継承語教育の背景と実態を反映するために以
下のように幅広い枠組みで文献収集を行った。 

1.ホスト国の言語政策 
2.継承語教育の歴史的経緯 
3.継承語教育の現況 
4.継承語教育の現時点での成果 
5.継承語教育の将来の課題 

収集した文献は、一定の方式でエクセルに入
力、それを一時的にWindows Live SkyDrive
に収納した。 
 文献調査協力者は全体で72名である。世界
をアジア、中南米、オーストラリア、カナダ、
アメリカ、EUの６地域に分け、文献が集まっ
た国は 24カ国、言語数11言語である。現時点
で総文献数1775点、追加予定文献約300点であ
る。これらに付随するアブストラクトが91点、
フルテキストが17点である。1779点は、著書
780件、論文654件、口頭発表146件、政府刊行
物87件,教科書84件、雑誌・新聞28件である。
つぎの図に文献数の種目別比率を示す。 

図：文献数の種目別比率 （2013年６月現在） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②データベース本体の構築 
 文科系データベース構築の専門家である神
戸大学大学院森下淳也教授と同大学大学院田
中順子准教授に連携研究者としての協力を依
頼し快諾を得る（2009.8）。両者のアドバイ
スのもと、まずエクセル上の入力インターフ
ェイスとなる仮テンプレートを、以下の５つ
の領域に分けて作成した。５つ領域とは、1.
著書・論文・章、2.口頭発表、3.教科書・教
材・ソフト、3.雑誌・新聞記事、4.政府刊行
物、である(2009.12)。 
つぎに、Web上でアクセス可能な「編集管理

システム」を立ち上げ（2010.5）、SkyDrive に
収納されている文献データを流しこんだ。 
同時に文献入力者は、精選した文献のアブ

ストラクトの執筆を始めた。 
 
③ 継承語文献 DB「編集管理システム」 
現在まで「編集管理システム」を使って、

文献の追加、重複データの削除、表記の統一、
欠落情報の補填、誤字・落字の修正等を行っ
ている。なかでも以下の点に留意した。１）
同一著者の複数言語による研究者名に対する
処置（英語名の論文と日本語名の論文とを同
一のものと認知するための研究者リストと著
者テーブルを作成）、２）キーワード検索時
に日本語の論文と非日本語の論文が同時に列
挙されるように日英対照キーワードリストを
作成、３）対象言語、対象領域、対象地域の
分類項目についての列挙型提示方法の開発、
４）ISSB, ISSNの表示の統一、５）日本語以
外の９つの言語による文献に日本語訳の付与、
することなどである。 
このほか、一般公開後に残されている問題

は、各文献に付随するアブストラクトの数を
増やすこと、新文献の追補などである。 
 

④ データベースの一般公開化 
  名称をHeritage Language Database,HLDB 
(日本語名「継承語文献データベース」)とし
た。「母語・継承語・バイリンガル教育研究
会」(MHB)が2013年8月16,17日に10周年記念の
年次大会を開催するので、「一般研究者向け
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HLDB」に関する研究発表とデモンストレーシ
ョンを予定している。その後パイロット期間
を設けてMHBホームページ上で公開をする予
定である。別途「管理者用HLDB」の開発と使
用に当たってのトレーニングが必要となる。  
 
  パイロット期間中は、HLDBシステムの管理
は引き続き神戸大学の森下淳也教授、田中順
子教授にお願いし、継承語DBの使用や新デー
タ入力に関する管理と諸事務は、MHBのHLDB
支部が行う予定である。  
 
(2) 【継承語教師養成ワークショップの開催】 
 継承語教師養成に関しては、以下のように
多岐にわたる取り組みをした。 
 
① ５回の継承語教師養成ワークショップ 
 第１回（2009.8.9）立命館大学 
テーマ 「継承語教育：リテラシーの育て方」
講師 津田和男（ニューヨーク国連国際学校。 
 第２回(2010.3.26-27)：桜美林大学PFCキャ
ンパス。 
初日のテーマ 「継承語をどう測るかー試案
のいろいろ」、作文と語彙（生田裕子,中部大
学）、会話と読解（櫻井千穂,大阪大学博士課
程）、意識調査（カルダー,プリンストン日本
語学校）。 
２日目のテーマ 「継承語をどう教えるかー
学習ゴールの立て方、スキャフォルディング
の仕方、読み書き指導法」。 
講師 片岡裕子、ダグラス昌子（カルフォル
ニア州立大学ロングビーチ校教授）。 
 第３回(2010.8.4) 桜美林大学四谷キャン
パス  
テーマ 言語能力評価測定ツール「OBC (Oral 
Proficiency Assessment for Bilingual 
Children)  
講師 中島和子（トロント大学）。 
 第４回(2010.8.5) 桜美林大学四谷キャン
パス 全世界に散在する補習授業校教師を対
象に、基調講演「現地校と週末学校で育てる
バイリンガル」（中島和子）、事例報告「永
住型児童生徒の特質を踏まえたカリキュラム
の枠組み」（カルダー、岩本智子、モイヤー
康子）、調査報告「トロント補習校における
日英バイリンガル作文調査」（佐野愛子）、
実践報告「世界各地の週末学校の現場から」
（タイ：川合友紀子、ドイツ：相賀由美子、
オランダ：山本絵美、米国：伊予田律子)、実
践報告を振り返って「保護者パワーと地域に
根ざした週末学校のあり方」（米国：岸本俊
子、台湾：服部美貴）。  
 第5回(2011.3.6)： コロラド州デンバー近
隣の補習校その他から要請を受け、出張して
継承語教師養成ワークショップを２日にわた
って行った。 
 

② 言語能力調査協力者の募集 
２年目より、継承語教育文献収集と並行し

て、継承語に関する質の高い文献そのものを
生成する努力の一貫として、継承語の言語能
力調査協力者を募集し（2010.4）、企画書審
査の上、61名を認定、言語能力調査の経費の
一部を本科研が負担した。 
この試みを成功させるために、(2)① で示

した継承語教師養成ワークショップで評価ツ
ールの紹介をし、また定期的に③ に詳しく示
すように、会話力、読書力評価に関するワー
クショップを別途開催した。 
これらの取り組みの結果、つぎの３つのグ

ループ、(a) バイリンガル作文グループ、(b)
補習校グループ、(c)インターナショナルスク
ールグループ、が誕生。このうち、(b)と(c)
は2011年、 (a)は2013年に、MHBの分科会（SIG）
として理事会で正式に認可された。 
 
③ 継承語評価ツールのためのワークショッ
プの開催（全部で11 回） 
 2010年から2013年にかけて「継承語評価ツ
ールのためのワークショップ」をMHBとは関係
なく、一般公開という形で本研究の一環とし
て開催した。ワークショップの内容から、つ
ぎの3期に分けることができる。 
 
第I期 OBC会話力評価 
第１回（2009. 11. 21-22, 28-29） 
「OBC (Oral Proficiency Assessment for 
Bilingual Children)のワークショップ。 開
発者である中島和子（トロント大学）を主任
講師として、三鷹ネットワーク大学（国際基
督教大学主催）で開催。第２回 （2010.3.24-25）
東京女子大、第３回 (2010.8.4)桜美林大学四
谷キャンパスで開催。 
 
第II期 OBC会話力/DRA読書力 
第４回 （2010.11.20-21）「外国人児童生徒の
日本語力・母語力の育成：OBC(会話力)/ 
DRA(読書力)実践ワークショップ」を中島和
子・石井恵理子・櫻井千穂を講師として国際
基督教大学で開催。第５回 （2011.7.30-8.1）
愛知県豊川市勤労福祉会館、第６回 
（2011.8.3-5）大阪府PiaNPO、第７回
（2011.11.6,13, 19） 国際基督教大学で開催。 
 
第III期 OBCと多言語対話型読書力評価 
第８回 （2012.3.26-28）｢多言語対話型評価
法(会話力・読書力)指導者養成ワークシップ｣
を 中島和子・石井恵理子・櫻井千穂を講師と
して大阪府教育センターで開催。同様に第９
回（2012. 11.23-25）国際基督教大学、第10
回 (2012.12.2/27-28)スペイン語「対話型評
価法」日本ペルー共生協会大和教室（AJAPE）、
第11回（2013.3.27-29） 大阪府教育センター
で行った。 



4．研究成果 
 
(1) HLDBの完成に向けての課題 
以上で明らかなように、本研究の第１の目

的である継承語教育文献データベースの構築
は、完成に近づいてはいるが、現在未公開の
状況であり、公開を目前に控えて、さまざま
な問題に対応している段階である。 
公開するに当たって、公開後のDB管理方法、

新文献追加に必要な手順や入力ガイド、 間違
いの訂正，アブストラクトの追補その他につ
いて考慮中である。現段階では、システム管
理に関しては引き続き神戸大学の森下・田中
両教授に依頼、文献に関する管理は、MHBの継
承語教育文献データベース分科会（HLDB-SIG）
が責任を持ってこれに当たる予定である。同
時に HLDB の利用方法や継承語研究への活用
に対する啓蒙活動や、広く一般研究者への広
報活動に取り組む態勢づくりも必要である。 
 
(2) 文献収集・言語能力調査の結果 
本研究の第２の目的である、継承語教育専

門家の養成に関しては、３年間で大きな成果
をあげることができた。 

2011年８月７日に報告会「継承日本語教育
に関する文献のデータベース化と専門家養成
—中間報告」を行ったが、その多彩な内容を見
ても、本研究プロジェクトの言語能力調査協
力者への支援がいかに継承語教育という領域
に大きなインパクトを与えたかが分かる。 
プログラムの内容は、1)「継承語教育デー

タベースのための文献収集—これまでの経緯
と今後の課題」（中島和子・福川美沙）、2)
「継承語教育データベースの構築に着いて」
（森下淳也・田中順子）、3)「補習校教師の
会立ち上げのためのバイロット調査報告」（カ
ルダー淑子）、4)「インターナショナルスク
ール実態調査」（大山全代・平野景子）、5)
「南米在住の日系人児童生徒の口頭言語能力
調査」（佐々木倫子）、6)「読書力評価ツー
ル(DRA)を活用した横断調査—日本生まれの言
語的マイノリティー児童の読書力の実態—」
（櫻井千穂）、7)「作文調査グループによる
マルチリンガル作文調査—中間報告」（マック
ファーソン田中苗美・平松宏子・川合友紀子・
生田裕子）、8)「トロント補習授業校小中学
生の日・英・仏作文力—評価ルーブリックの開
発を中心に」（佐野愛子・中野友子・福川美
沙・生田裕子・中島和子）である。 
 これらの成果をまとめると、まず１）海外
の専門家や専門家志望と国内のそれとをつな
ぐことができたこと、２）多くの参加者が文
献収集と実際の言語能力調査の両方の経験を
積み、今後の継承語関係の研究に携わる基礎
となる体験ができたこと。3)継承語教育研究
の量が増え、質が高まったこと、4)言語能力
の評価の仕方や評価ツールに関して共通の理

解ができたこと、5)グループとして活動した
言語調査協力者の間に密接な相互支援体制が
生まれたこと。この横のつながりをもとに 、
さらに発展させるべく、オンラインディスカ
ッションのためのネットワークづくりが現在
進行しているところである。 
今後の課題としては、MHBを超えて、より多

くの研究者や現場の教師に、HLDBの存在を知
ってもらい、一層継承語関係の研究の質と量
の向上に貢献することである。 
 

(3) 評価ツール開発の努力が評価される 

  継承語評価ツールの開発は、2011年５月の
日本語教育学会での口頭発表以降、かなりの
反響を呼び、その結果として、文科省委託事
業である「外国人児童生徒学習支援—評価ツー
ルの開発」プロジェクトから招聘を受け、上
記(2)③のワークショップ講師３名が、推進委
員として参加することになった。その結果は、
『外国人児童生徒のためのJSLアセスメン
ト：DLA』という成果物として、文科省が近日
公開する運びとなっている。「対話型」評価
ツールを会話力と読書力だけでなく、聞く力、
書く力まで広げて、学力と関係のある、いわ
ゆる「教科学習言語能力」をトータルに捉え
る評価法が全国的規模で教育現場に普及する
ことになったことは、誠に喜ばしいことであ
る。 
 

(4)評価ツール『対話型読書力』 の発刊 

 以上(3)のニーズに答えるために、繰越金
の認可を得て、『対話型読書力』という小冊
子を ③〔図書〕４として発刊することがで
きた。 
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